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課題

ダニの被害が急速に拡大

薬剤耐性ダニの増加

いたちごっこ

ダニ

ミツバチ専門の研究施設

が少ない

研究人材の不足

研究施設



ミツバチが持つ「自浄作用(お掃除能力)」のこと

VSH能力が高い群はダニに強い

VSH能力が高すぎるとミツバチが減る→蜂蜜も減る

VSH能力(ダニ感受性衛生行動)

VSH能力



品種改良

VSH能力の高い女王蜂とオス蜂を意図的に交尾させる

→VSH能力の高い群を作る

VSH能力が高い群を増やすために



群の中の多様性が失われる

→ダニには強くなるが、その他の原因で全滅する可能性がある

多様性が失われる

品種改良による影響

VSH能力の高さと多様性を兼ね備えた群を作る



事業計画

空に広がる養蜂研究所
〜ダニに強いミツバチを育てる〜



目標

安定した養蜂の実現

ダニに強いミツバチを育て、養蜂業を持続可能にする

強さと多様性の両立

ダニの繁殖抑制能力と群の多様性を両立したミツバチを育てる

研究基盤の確立

効率よく研究できる環境を整え、技術の向上につなげる



施設の詳細

環境条件を設定できる 空に広がる施設 隔離養蜂

人工太陽の導入

風なども再現

気温、湿度などの設定

ができる

地面から伸びた支柱の上

にドーム型の施設

省スペースでの建設可能

空間を立体的に活用

隔離した環境で受精

　　→意図的な交尾 可

人工授精に比べ、高度

な技術がいらない



研究所から家畜保健衛生所に伸びたクイーンロードに

よって女王蜂を輸送する

短時間かつ安全に輸送することができる

生産現場までの輸送方法

クイーンロードを使用

養蜂家は届け出をした家畜保健衛生所に取りに行く



イメージ図



アピールポイント

ダニに負けない 強いミツバチを安定して育て、養蜂を支える

安定した研究環境 天候に左右されず、効率よく研究を進められる

安全な輸送 女王蜂を短時間で安全に届けることができる



アピールポイント

アメリカで約６割の蜂群が消失

被害額→約3兆円／年

約14兆円

研究所建設費用（推定）



私たちにできること

養蜂家や研究者と関わ

り、現場の視点を取り入

れる

専門家との連携

研究所やクイーンロード

の模型・設計を作り計画

を具体化する

模型の作成

論文や研究発表から新し

い知見を取り入れ、研究

の精度を高める

最新情報の収集



参考文献

ミツバチヘギイタダニ(トゲダニ目：ヘギイタダニ科)の生態
およびミツバチ(ハチ目：ミツバチ科)のダニ抵抗性に関する
最新の知見
https://agriknowledge.affrc.go.jp/RN/2030938081.pdf
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ご清聴ありがとうございました。
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